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第１章 第五次計画の策定に当たって 

１ 計画策定の背景 

本県では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成１３年１２月）の制定と国の

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（平成１４年８月）の策定を受け、平成

１６年３月に「埼玉県子ども読書活動推進計画」を、平成２１年３月には同第二次計画、

平成２６年７月には「埼玉県子供読書活動推進計画（第三次）」（以下、「第三次計画」とい

う。）、そして平成３１年３月には「埼玉県子供読書活動推進計画（第四次）」（以下、「第四

次計画」という。）を策定し、子供が読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備・充実に努め

てきました。 

第四次計画策定後には、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（令和元

年法律第４９号。以下、「読書バリアフリー法」という。）の制定や、第６次「学校図書館

図書整備等５か年計画」（以下、「第６次学校図書館計画」という。）が策定されました。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、ＧＩＧＡスクール構想に基づく 1 人１

台端末などの学校のＩＣＴ環境整備といった、子供の読書活動へ影響を与えうる環境の変

化がありました。 

このような中、令和５年３月に「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（第五次）」

が閣議決定されました。 

県では、こうした状況を踏まえ、県内全ての子供たちが読書に親しみ、読書を楽しむ習

慣を身に付けていけるよう、全ての子供の読書活動の更なる推進を図る「埼玉県子供読書

活動推進計画（第五次）」（以下、「本計画」という。）を策定します。 

 

２ 計画の性格 

本計画は「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条に基づき、国の「子供の読書

活動の推進に関する基本的な計画（第五次）」（令和５年３月）を基本とするとともに、本

県における子供の読書活動の推進を図るものです。 

また、「埼玉県 5か年計画 ～日本一暮らしやすい埼玉へ～ （令和４年度～令和８年度）」

及び「第４期埼玉県教育振興基本計画（令和６年度～令和１０年度）」を踏まえた、子供の

読書活動の推進に関する実施計画となっています。 

市町村においては、同法第９条第２項により国の計画及び本計画を基本にするとともに、

地域の実情を踏まえ、市町村における子供の読書活動の推進に関する計画の策定に努める

こととされています。 

 

３ 計画の期間と対象 

本計画の期間は、令和６年度から令和１０年度までの５年間とし、必要に応じて見直し

を行います。また、本計画における「子供」とは、おおむね１８歳以下の者をいいます。 
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第２章 第四次計画期間における取組状況 
１ 第四次計画の概要 

第四次計画では、「すべての子供たちに本との出会いを」創出することを実現させるため、

子供の読書活動の習慣化を全体目標とし、３つの基本方針を定めました。 

また、推進の柱として５つの施策を定め、家庭、地域、学校における子供の読書活動の

推進に係る様々な取組を実施するとともに、啓発や広報、推進体制の整備に努めました。 

 
（図２－１）第四次計画の概要 

全体目標 子供の読書活動の習慣化 

基本方針 

家庭、地域、学校における子供が読書に親しむ機会の提供と 

環境の整備・充実 

子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

子供が読書に親しむ推進体制の充実 

施策 

（推進の柱） 

１.家庭における子供の読書活動の推進 

２.地域における子供の読書活動の推進 

３.学校等における子供の読書活動の推進 

４.子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 

５.子供が読書に親しむ推進体制の充実 

 
（図２－２）第四次計画の目標 

全体目標 
「埼玉県学力・学習状況調査」における 

１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合 

小学生 

  ７．８％以下 

中学生 

 １２．８％以下 

数値目標 

１.乳幼児と保護者がともに読書に親しむ事業の実施率     １００％ 

２.県内公立図書館における子供一人当たりの貸出冊数    １４．６冊 

３.県立高校における読書活動推進に向けた取組の実施率     １００％ 

４.「子ども読書の日」関連行事の県内市町村実施率     １００％ 

５.「子ども読書活動推進計画」の県内市町村策定率     １００％ 
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２ 全体目標の達成状況 

（１） 全体目標 

「埼玉県学力・学習状況調査」における「１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割

合1」を、５年間で平成３０年度比２５％減少させることを目指し、小学生は７．８％以

下、中学生は１２．８％以下とすること 

 

（２） 達成状況 

令和５年度時点で、１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合は、小学生は１４．

７％、中学生は２０．７％となりました。 

 
（図２－４）１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合（上段；小学生 下段：中学生） 

平成３０年度 

➡ 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度  目標値 

１０．３％ １０．９％ １２．１％ １２．４％ １４．６％ １４．７％  ７．８％以下 

 

平成３０年度 

➡ 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度  目標値 

１７．０％ １６．７％ １８．５％ １６．８％ １９．９％ ２０．７％  １２．８％以下 

                       （埼玉県学力・学習状況調査より） 

  

（３） 課題 

１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合は増加しています。 

また、近年は電子書籍が普及し2、子供の読書活動に変化が生じている可能性がありま

す。 

子供の読書習慣の形成を目指す上では、電子書籍による読書環境の変化を踏まえて把

握し、１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合を減らすことが重要な課題です。 

なお、同質問に「１１冊以上読む」と回答した児童生徒の割合は小学生で１８．８％、

中学生は６．２％となっており、平成３０年度の調査結果と比較するといずれも微減傾

向にあります。 

多読傾向にある児童生徒が、より一層読書活動に親しめる機会を検討することも重要

です。 

 
（図２－５）1か月に読む本の冊数（教科書や参考書，漫画や雑誌、電子書籍除く） 

 
    （埼玉県学力・学習状況調査より）  

                                                   
1 教科書、参考書、漫画、雑誌を除く。電子書籍は含まない。小学校 4 年生～6 年生、中学校 1 年生～3 

年生が対象。当該質問紙調査が実施された平成 28 年度以降、小・中学校ともに横ばい傾向となっている

が、各年 5％程度、5 年間で 25％の減少を目指した。 
2 日本の出版販売額（出版科学研究所 ONLINE（https://shuppankagaku.com/statistics/japan/））より 
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３ ５つの施策の目標達成状況 
 

施策１ 家庭における子供の読書活動の推進 
（１） 数値目標 

県内市町村における読み聞かせなど乳幼児と保護者がともに読書に親しむ事業3の実

施率を１００％とすること 

 

（２） 主な取組 

・乳幼児から読書に親しむきっかけとなる取組の推進 

・「埼玉県家庭教育アドバイザー」による啓発活動の充実 

・「子ども読書支援センター4」（県立図書館）による保護者への支援 

 

（３） 達成状況 

令和４年度時点では、２７市町村、４２．９％の実施率となりました。 

 
（図２－６）乳幼児と保護者がともに読書に親しむ事業の実施率 

平成２９年度 

➡ 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  目標値 

５３市町村 ４８市町村 - ４５市町村 １５市町村 ２７市町村  ６３市町村 

８４．１％ ７６．２％ - ７１．４％ ２３．８％ ４２．９％  １００％ 

*令和元年度までは前年度実績調査、令和２年度以降は当年度調査となったため、令和元年度数値なし 

                      （県立久喜図書館・生涯学習推進課調査） 

（４） 課題 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和３年度は多くの公立図書館で読み

聞かせ等の事業が中止となり実施率は大きく下がりました。 

令和４年度は回復傾向にありますが、幼少期から読書習慣を形成するために、読書に

親しむきっかけをつくる事業をより広く展開することが課題であり、例えば、保護者が

参加しやすいように、乳幼児健診時などの絵本の読み聞かせやリストの配布などを通じ

て家庭で読書に親しむ機会の充実を図るなど、多様な取組が実施されることが必要です。 

また、令和５年度全国学力・学習状況調査において、保有する本の冊数が１０冊未満

である家庭が１割程度存在することから、様々な家庭に対して、本と触れ合う機会を作

れるような取組をすることが大切です。 

 
（図２－７）「あなたの家には、およそどのくらい本がありますか」という質問に対する 

      児童生徒の回答状況（雑誌、新聞、教科書は除く） 

 
（文部科学省「令和５年度全国学力・学習状況調査」児童生徒質問紙より、埼玉県に関するデータ） 

                                                   
3 例えば、①乳幼児と保護者に絵本を贈る、又は乳幼児向けブックリストを配布する、いわゆるブックスタ

ート事業に加え、②絵本を楽しむ体験として、読み聞かせやおはなし会等の開催も併せた事業のこと。 
4 平成 17 年度に県立久喜図書館に設置。子供読書に関する各種資料や豊富な児童書を揃え、子供読書活動

に関する支援事業を実施している。 
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施策２ 地域における子供の読書活動の推進 
（１） 数値目標 

県内公立図書館における子供一人当たり5の貸出冊数を１４．６冊とすること 

 

（２） 主な取組 

・市町村立図書館職員の研修の実施 

・子供読書活動に携わる関係者への研修支援 

・県内各種図書館の交流・連携の推進 

 

（３） 達成状況 

令和４年度時点では、一人当たりの貸出冊数は１４．８冊となりました。 

 
（図２－８）県内公立図書館における子供一人当たりの貸出冊数 

平成２９年度 

➡ 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  目標値 

１３．６冊 １３．８冊 １３．５冊 １０．３冊 １４．６冊 １４．８冊  １４．６冊 

１,３６１万冊 １,３６８万冊 １,３０８万冊 ９８２万冊 １,３７２万冊 １,３７２万冊  １,３７３万冊 

*下段は県内公立図書館全体の児童書総貸出冊数 

                     （埼玉県図書館協会「埼玉の公立図書館」） 

 

（４） 課題 

目標値を達成できた一方で、令和５年度全国学力・学習状況調査においては、休み時

間や休日に学校図書館や地域の図書館に「ほとんど、または、まったく行かない」と回

答した児童生徒の数は小学生で約４割、中学生で約６割となっています。 

子供たちが積極的に図書館を利用する機会の創出や普及・啓発に努めることが重要で

す。 
 

（図２－９）「昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりするために、学校図書館・ 

      学校図書室や地域の図書館(それぞれ電子図書館を含む)にどれくらい行きますか」 

      という質問に対する児童生徒の回答状況 

 
（文部科学省「令和５年度全国学力・学習状況調査」児童生徒質問紙より、埼玉県に関するデータ） 

 

 

施策３ 学校等における子供の読書活動の推進 
（１） 数値目標 

県立高校における読書活動推進に向けた取組の実施率を１００％とすること。 

 

                                                   
5 本計画における「子供」とは、おおむね18 歳以下の者を指すが、公立図書館の児童室では、乳幼児から

中学生向けの児童書を配置し、利用者の多くは中学生までであることから、本数値目標では、0 歳～15歳ま

での人口を算出基礎とした（高校図書館の利用状況については、「埼玉高図研年報」（埼玉県高等学校図書

館研究会発行）における調査がある）。 
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（２） 主な取組 

・小中学校における効果的な取組に関する情報の収集・提供 

・県立高校図書館の活用6 

・学校図書館への支援 

 

（３） 達成状況 

令和４年度時点では、実施率は６０.４％となりました。 

 
（図２－１０）県立高校における読書活動推進に向けた取組の実施率 

平成２９年度 

➡ 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  目標値 

４３．９％ ５６．８％ ６８．３％ ６４．９％ ６０．１％ ６０．４％  １００％ 

                                          （高校教育指導課調査） 

 

（４） 課題 

県立高校における取組については、平成２９年度より実施率は増加しましたが、停滞

傾向にあります。 

実施率をさらに増加させていくためには、学校図書館を活用した読書活動の推進や、

読書環境の整備が課題となります。 

また、先述のとおり、令和５年度全国学力・学習状況調査において、休み時間や休日

に学校図書館や地域の図書館に「ほとんど、または、まったく行かない」と回答した児

童生徒の数は小学生で約４割、中学生で約６割となっています。 

学校等においても、幼少期から読書習慣を形成するための機会の創出や普及・啓発に

努めることが重要です。 
 

 

施策４ 子供の読書活動に関する啓発・広報の推進 
（１）  数値目標 

県内市町村における「子ども読書の日7」関連行事の実施率を１００％とすること。 

 

（２） 主な取組 

・「子ども読書の日」の啓発・広報 

・「彩の国教育の日」の啓発・広報 

・子供の読書への関心を高める取組の推進 

 

（３） 達成状況 

令和５年度時点では、実施率は８５．７％（５４市町）となりました。 

 
（図２－１２）「子ども読書の日」関連行事の県内市町村実施率 

平成２９年度 

➡ 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度  目標値 

５５市町 ５６市町 ５６市町 ５７市町 - ５１市町 ５４市町  ６３市町村 

８７．３％ ８８．９％ ８８．９％ ９０．４％ - ８０．９％ ８５．７％  １００％ 

*下欄の「％」は、６３市町村に対する割合を示す 

*令和３年度は調査自体が中止となったため、数値なし 

（文部科学省 「子ども読書の日」に関する取組予定状況調査のうち、埼玉県に関するデータ） 

                                                   
6 埼玉県高等学校図書館研究会（県内高等学校の図書館担当教員及び学校司書で構成される）において、毎

年、推薦図書を分野別に掲載した冊子「新・高校生のための読書案内」の作成などに取り組んでいる。 
7 「子どもの読書活動の推進に関する法律」により、「国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため」（第 10 条第 1 項）定められ

た。 
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（４） 課題 

県内市町村における実施率は、停滞傾向にあります。 

実施率を増加させるためには、「子ども読書の日」などの関連行事の実施について、市

町村へ働きかけ、参考となるような県内の取組事例について情報発信をしていくことが

必要です。 

また、各行事への子供たちの積極的な参加を促すためには、行事そのものの広報活動

だけでなく、推奨図書などの取組を通じて、普段から子供読書活動に対する県内の機運

醸成を図ることも重要です。 

 

 

施策５ 子供が読書に親しむ推進体制の整備 
（１） 数値目標 

県内市町村における「子ども読書活動推進計画」の策定率を１００％とすること 

 

（２） 主な取組 

・「埼玉県子供読書活動推進会議」による計画の進行管理と研究協議 

・市町村の「子ども読書活動推進計画」策定支援 

・市町村の子供の読書活動推進事業に関する情報の収集・提供 

 

（３） 達成状況 

令和５年度時点では、策定率は８１．０％（５１市町）となりました。 

 
（図２－１３）「子ども読書活動推進計画」の県内市町村策定率 

平成２９年度 

➡ 

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度  目標値 

４０市町 ４３市町 ４５市町 ４７市町 - ４８市町 ５１市町  ６３市町村 

６３．５ ６８．３％ ７１．４％ ７４．６％ - ７６．２％ ８１．０％  １００％ 

*令和３年度は調査自体が中止となったため、数値なし 

（文部科学省「『子ども読書活動推進計画』策定状況調査」・生涯学習推進課調査） 

 

（４） 課題 

県全体での子供の読書活動に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るためには、

市町村における「子ども読書活動推進計画」の策定は重要な意義があります。 

県は、計画が未策定の町村に対して、引き続き計画策定の意義を伝え、必要な支援や

助言を通じて、策定を働き掛ける必要があります。 

また、計画策定済みの市町村に対しても、計画更新時に必要な支援を行うことも重要

です。 
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第３章 子供の読書活動を取り巻く状況 
第四次計画策定以降、子供の読書活動を取り巻く状況は大きく変化しています。 

 

１ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律 
令和元年６月、視覚障害等の障害により、書籍について視覚による表現の認識が困

難な者の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進し、障害の有無にかかわらず全て

の国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実

現に寄与することを目的とした、読書バリアフリー法が公布・施行されました。 

また、令和２年７月、同法第７条に基づき、施策の一層の充実を図るため、令和２

年度から令和６年度を対象期間とする「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る基本的な計画」（以下「読書バリアフリー基本計画」という。）が策定されました。 

本県では「第６期埼玉県障害者支援計画（令和３年度～令和５年度）」を令和３年３

月に策定しました。これは同法第８条に基づき、県における計画策定を含有させたも

のになります。 

 

２ 教育におけるデジタル化の進展 
令和３年９月のデジタル庁の設置をはじめ、政府全体で、我が国経済の持続的かつ

健全な発展と国民の幸福な生活の実現に寄与するデジタル社会の形成に向けた取組が

進められています。 

「デジタル社会の実現に向けた重点計画」（令和４年６月７日閣議決定）において、

教育ＤＸを見据えた教育のデジタル化のミッションとして「誰もが、いつでもどこか

らでも、誰とでも、自分らしく学べる社会」を目指すことが掲げられました。 

国の動きとしては、令和元年度補正予算を皮切りに、児童生徒向けの１人１台端末

と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するＧＩＧＡスクール構想の実現が

加速し、本県においても整備が進んでいます。 

また、デジタル田園都市国家構想総合戦略（令和４年１２月２３日閣議決定）にお

いては、将来を見越した地域活性化のためには、その基盤となる子どもたちの教育の

質を、教育ＤＸを通じて全国どこでも向上させる必要があり、ＧＩＧＡスクール構想

を環境整備から利活用促進の段階に大きく進めていくこと等が示されました。 

 

３ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」 
令和４年１月、国は令和４年度から令和８年度を対象期間とする第６次学校図書館

計画を策定しました。同計画は、全ての公立小中学校等において、「学校図書館図書標

準」（平成５年３月２９日付け文部省初等中等教育局長決定）8の達成を目指すととも

に、計画的な図書の更新や学校図書館への新聞の複数紙配備及び学校司書の配置拡充

を図ることとしています。 

県内における、学校図書館図書標準を達成している学校数が占める割合について、

令和２年度調査時点では小学校が約７５％、中学校が約６４％となっています。 

 

４ 学習指導要領の改訂と実施 
中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成２８年１２月）を踏まえ、学

習指導要領等が改訂され、平成３０年以降順次実施されました。 

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領においては、言語能力

の育成を図るために、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒 

の自主的、自発的な読書活動を充実すること、また、地域の図書館等の活用を積極的

                                                   
8 「学校図書館図書標準」における、盲学校、聾学校及び養護学校に係る標準（当該通知中のウからク）に

ついて、特別支援学校制度の創設に伴い改正（平成 19 年４月２日付け 19 文科初第 1272 号「特別支援学

校制度の創設に伴う「学校図書館図書標準」の改正について（通知）」） 
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に図り、資料を活用した情報の収集活用等の学習活動を充実させること等の読書に関

する事項が示されています。このため、各学校においては学習指導要領等を踏まえ、

各教科等を横断的に捉え、学校図書館の利活用を基にした情報活用能力を学校全体と

して計画的かつ体系的に指導するよう努めることが望ましいとされています。 

また、教育課程との関連を踏まえた学校図書館の利用指導・読書指導・情報活用に

関する各種指導計画等に基づき、計画的・継続的に学校図書館の利活用が図られるよ

うに努めることも望ましいとされています。 

 

５ こども基本法の成立 
令和３年１２月に「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」が閣議決定さ

れ、令和４年６月には、「こども家庭庁設置法」（令和４年法律第７５号）や「こども

基本法」（令和４年法律第７７号）等が成立しました。これらを踏まえ、子供の最善の

利益を実現する観点から、社会が保護すべきところは保護しつつ、子供の意見を年齢

や発達段階に応じて積極的かつ適切にこども政策に反映させていくことが求められて

います。 

読書活動の推進においても、子供が主体的に読書活動を行えるよう、アンケート等

の様々な方法で子どもの意見聴取の機会を確保し、多様な子どもの意見を取組に反映

させる等、子供の視点に立った読書活動の推進を行うことが重要です。 
 

６ 国の第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」 
国は令和５年３月に第五次「子どもの読書活動に関する基本的な計画」を閣議決定

しました。 

この計画では、社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難な時代において必要と

される資質や能力を育む上で、読解力や想像力、思考力、表現力等を養う読書活動の

推進は不可欠であるとし、全ての子供たちが読書活動の恩恵を受けられるよう、下記

の４つの基本的方針を定めています。 

① 不読率9の低減 

② 多様な子どもたちの読書機会の確保 

③ デジタル社会に対応した読書環境の整備 

④ 子どもの視点に立った読書活動の推進 

不読率の低減においては、全国的に高校生の不読率が高い状況が続いていることに

触れ、乳幼児期からの読書習慣の形成を促すことだけでなく、主体的に読書に関心を

持てるような取組の推進を図る必要がある、としています。 

また、同計画の中では、子供の読書活動の推進体制についても言及しています。 

地方公共団体は、地域の実情を踏まえた子供の読書活動の推進に関する施策の策定

だけでなく、子供の読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学校、図

書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化や、必要な体制の整備を図るもの

としています。 

また、都道府県としての取組として、教育委員会のみならず横断的な取組が行われ

るような体制整備、都道府県立図書館を活用した市町村への支援、域内市町村への助

言や取組等の紹介、高校生や私立学校に通う子供に着目した取組・施策の実施に努め

ることが重要であるとしています。 

推進方策としては、家庭・地域・学校のそれぞれが中心となって子供の読書活動の

推進に取り組むだけでなく、様々な人や機関との連携・協力や人材育成などの共通的

な事項について、それぞれと認識を共有することが重要であるとしています。 

 

                                                   
9 「学校読書調査」（公益社団法人全国学校図書館協議会）に基づき、「５月１か月間に読んだ本の冊数が

０冊」の児童生徒の割合を「不読率」としている。 
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７ 国及び県における新たな教育振興基本計画 
国は、令和５年６月に新たな教育振興基本計画を閣議決定しました。同計画は「夢

と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する」など５つの基本的な

方針の下、子供の読書活動の推進に触れた「豊かな心の育成」など１６の教育政策の

目標を掲げています。 

本県では「第４期埼玉県教育振興基本計画（令和６年度～令和１０年度）」を令和６

年○月に策定しました。読書活動の推進については、「目標Ⅰ 確かな学力の育成」と

「目標Ⅱ 豊かな心の育成」に位置付け、家庭、地域、学校等において子供が読書に親

しむ機会の提供と環境の整備・充実を図り、子供の読書活動に関する啓発・広報を行

うとともに、読書に親しむための推進体制の整備を行うとしています。 
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第４章 基本方針と取組の視点 
将来の予測が困難であり、多様化が進む社会の中で、子供たちには、自ら課題を発見し解

決する力を持つことや、他者を尊重し、多様な価値観を持つ人々と協働しながら、新たな価

値を創造することが求められます。 

読書は、子供たちの感性を磨き、想像力を豊かにするなど、人生をより深く生きる力を身

に付けることに資するとともに、文章の内容を的確に捉えながら読み解く力や、表現する力

などを育むことに資するという観点からも、その重要性が高まっているとの指摘もあり、読

書活動を推進する必要があります。 

これらを踏まえ、県内全ての子供たちが読書活動の恩恵を享受できるよう、本計画の目指

す姿を、第四次計画を踏まえ「～すべての子供たちに本との出会いを～」と掲げます。 

目指す姿の実現に当たっては、国の第五次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

を基本とするとともに、第４期埼玉県教育振興基本計画、第四次計画で見えてきた課題、子

供たちを取り巻く状況の変化を踏まえ、基本方針と取組の視点を定めます。 

 

目指す姿 ～すべての子供たちに本との出会いを～ 

基本方針 不読率の低減 

取組の視点 

１.多様な子供たちの読書機会の確保 

２.デジタル社会に対応した読書環境の整備 

３.子供の視点に立った読書活動の推進 

４.地域と連携した読書活動の拡大 

 

１ 基本方針 不読率の低減 
読書が子供たちに与える影響を踏まえれば、全ての子供たちが本に接することができ

るようにすることが重要です。 

一方で、第四次計画の全体目標「１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合」は目

標を達成しておらず、増加傾向にあります。 

本計画では、「１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合」を「不読率」と定義し、

その低減を基本方針の１つとして定め、子供の読書活動を推進します。 

不読率の低減に向けては、乳幼児期から中学生までの読書習慣の形成を促すともに、

高校生が読書の必要性を感じ、主体的に読書に興味や関心を持てるような取組の推進を

図る必要があります。 

そのためには、家庭、地域、学校等において子供が読書に親しむ機会の提供と環境の

整備・充実を図るとともに、子供の読書活動に関する啓発・広報、読書に親しむための

推進体制の整備を行います。 

 

 

２ 取組の視点 
 

視点１ 多様な子供たちの読書機会の確保 
本県における特別支援学校や小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒は増加傾

向にあります。 

また、小・中学校、高等学校の通常の学級においても、通級による指導を受けている
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児童生徒が増加しています。 

さらに、不登校児童生徒、経済的に困難な子供、日本語指導が必要な児童生徒、ＬＧ

ＢＴＱの児童生徒など、多様なニーズを有する子供たちが存在します。 

読書活動の推進に当たっても、多様なニーズを有する子供たちを受容し、それに対応

した取組を行うことが重要です。 

本県では「第６期埼玉県障害者支援計画（令和３年度～令和５年度）」において、視覚

障害者等が利用しやすい電子書籍の充実等の取組を進めています。 

これらを踏まえ、本計画では、視覚以外の障害を持つ子供や多様な環境にある子供な

ど、あらゆる子供たちの読書機会の確保を目指します。 

県立図書館における事例紹介や、県内公立図書館への資料収集支援、学校図書館の読

書環境整備などを通じて、全県での展開に努めます。 

 

視点２ デジタル社会に対応した読書環境の整備 
学校においては、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させる取組が進めら

れてきました。 

ＧＩＧＡスクール構想によって整備されたＩＣＴ環境を活用した学習が行われるなど、

デジタル技術の良さを生かした多様な教育活動が生み出されています。 

また、国のデジタル田園都市国家構想基本方針では、図書館などの社会教育施設の活

用を促進することで、課題解決に向けたコミュニティ活動を活発化し、誰一人として取

り残されないデジタル社会の実現を図るとしています。 

これらを踏まえ、本計画では、子供たちの言語能力や情報活用能力を育むとともに、

多様な子供たちの読書機会の確保や、非常時における図書等への継続的なアクセスを可

能とするため、デジタル社会に対応した読書環境の整備を目指します。 

また、デジタル資料の収集や子供たちが日常的にアクセスすることが多いＳＮＳを活

用した読書活動の事例収集や広報にも努めます。 

 

視点３ 子供の視点に立った読書活動の推進 
こども施策を総合的に推進することを目的とした「こども基本法」が施行され、子供

の意見を年齢や発達段階に応じて積極的かつ適切にこども政策に反映させていくことが

求められています。 

これを踏まえ、本計画では、子供の視点に立った読書活動の推進を目指します。 

様々な読書活動において、子供の意見を聴取する機会を設けることに努めるとともに、

企画段階から参画する読書活動などの、子供が主体的となって参加する事例収集や広報

に努めます。 

 

視点４ 地域と連携した読書活動の拡大 
子供の読書活動を総合的に推進するためには、家庭、地域、学校それぞれが相互に連

携・協力することが重要です。 

併せて、地域の実情を踏まえた、子供の読書活動に関する施策が実施されるための計

画策定に努める必要があります。 

これらを踏まえ、本計画では、地域と連携した読書活動の拡大を目指します。 

市町村に対する子供読書活動を推進するための計画策定の支援や、他の市町村の施策

の紹介、域内の市町村や関係者が連携して読書活動を推進するための助言等を行います。 

また、県の関連部局間で横断的な取組が行われるような体制を整備します。 

なお、ここでいう「地域」とは、単に県内市町村を単位とするものではなく、読み聞

かせ等を行うボランティアや地域書店など、本と子供たちを繋ぐあらゆる担い手を指し

ます。 
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第５章 施策と指標 
第４章における基本方針と取組の視点を踏まえ、本計画では５つの施策を定め、県内の子

供読書活動の推進を図ります。 

また、指標を設定し、計画の進捗状況を測るとともに、目標値の達成を目指します。 

 

 

１ 施策 
施策については、子供を取り巻く身近な環境である「家庭」「地域」「学校」それぞれの施

策、その３つの環境で横断的に実施する施策、県や市町村の体制を整備する施策の５つを定

め、読書活動の推進を進めます。 

 

施策１ 家庭における子供の読書活動の推進 
子供の読書習慣は日常生活を通じて形成されるものであり、読書が生活の中に位置付けら

れ継続して行われるためには、保護者の役割が非常に重要です。同時に、多様な家庭のあり

方にも配慮する必要があります。 

本計画においては、子供の読書活動の意義や重要性について各家庭での理解が深まるよう、

「埼玉県家庭教育アドバイザー」や「子ども読書支援センター（県立久喜図書館）」の活動を

通じて保護者への支援を行い、読み聞かせや「家読（うちどく）10」などの実践を促します。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
１ 取組名 「埼玉県家庭教育アドバイザー」による啓発活動 

取組

内容 

県が家庭教育学級や子育て講座に指導者として派遣する「埼玉県家庭教育アドバイザー」による、読

書や読み聞かせに関する研修や、地域の商業施設等と連携した「親子ふれあい活動」を行います。 

 

取組

No. 
２ 取組名 保護者への支援 

取組

内容 

おはなし会など子供と本を結ぶ行事の実施や、「子ども読書支援センター」による保護者などの個人

からの相談対応、乳幼児向け絵本リストの書店・商業施設・病院等での配布拡大などを行います。 

 

【取組事例】 

・『県立図書館司書がおすすめするとっておきのえほん ふれあいノート』の配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
10 家庭において子供を中心に家族で同じ本を読むことで、本を媒介として相互理解を深め、家族の絆が一

層深まることを目指す活動。県内では、三郷市、三芳町などの取組事例がある。両市町では家読（うちど

く）に取り組むとともに、議会議決による「読書のまち」宣言を行っている。 

*三郷市「日本一の読書のまち」（http://www.city.misato.lg.jp/item/14653.htm） 

*三芳町「よみ愛・読書のまち」（https://www.lib.miyoshi.saitama.jp/libguide?1&pid=256） 
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施策２ 地域における子供の読書活動の推進 
地域における子供の読書活動の推進を図るためには、図書館が主体となって資料の収集や

多様な子供たちが読書に親しむ機会を提供する必要があります。 

本計画においては、市町村の資料収集などへの支援を行うとともに、多様な子供たちが多

くの本と出会えるよう、資料の収集や読書に親しむ機会の提供に努めます。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
３ 取組名 図書館未設置町の公民館図書室への支援 

取組

内容 

図書館未設置町において、子供の読書活動を推進する役割を担う公民館図書室には、配本所の設

置、資料の搬送や協力レファレンス などによる支援を行うとともに、サービスや運営に関する助言な

どを行い、図書館設置に向けた機運の醸成を図ります。 

 

 

取組

No. 
４ 取組名 子供読書活動関係者への支援 

取組

内容 

子ども読書支援センターにおいて、子供読書活動に関する県民からの幅広い相談対応や情報収集・

広報を行い、子供読書活動関係者や関係機関の活動を支援します。 

また、優良図書リストの作成や情報誌「Shien」の発行等も行います。 

資料については、幼児・児童向け図書及び青少年図書、外国語資料の収集に努めます。 

 

取組

No. 
５ 取組名 多様な子供たちへの読書機会の提供 

取組

内容 

点字絵本、音声デイジー、マルチメディアデイジー、布絵本、ＬＬブック、外国語資料等の収集・提供及

び「りんごの棚」 の普及を図ります。 

また、教員等を対象にした研修の実施や、図書館利用に障害のある子供に対するサービスについて

の情報収集や提供を行います。 

読書環境の変化を踏まえ、アクセシブルな電子書籍やオーディオブックの導入について検討します。 

 
【取組事例】 

 ・県立図書館内りんごの棚       ・手作り布絵本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上部『きしゃどうぶつごう』ぐるーぷ・もこもこ／［さく］  

写真左下・中央『うたのえほん １』のぐちみつよ／［さく］  

写真右下『おめめをあけて』のぐちみつよ／［さく］ 
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施策３ 学校等における子供の読書活動の推進 
幼稚園や保育所、認定こども園、そして学校において、子供の読書活動は、児童生徒が読

書習慣を身に付け、自主的に読書を楽しみ、読書の幅を広げていく上で重要です。 

また、学校図書館の環境整備や活用も進めていく必要があります。 

本計画においては、「学校図書館ガイドライン」（文部科学省）及び「指導の重点・努力点」

（埼玉県）に基づき、県立学校図書館の環境整備を進め、市町村についても整備の推進を呼

びかけます。 

また、「主体的・対話的で深い学びの実現」や「総合的な探究（学習）の時間」を踏まえた

学校図書館の活用について、各学校図書館において参考となるような取組事例の収集や情報

提供等を行います。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
６ 取組名 「埼玉県家庭教育アドバイザー」による学習機会の提供 

取組

内容 

幼稚園や保育所で実施する様々な学習の機会に、「埼玉県家庭教育アドバイザー」を講師として派遣

します。 

 

取組

No. 
７ 取組名 学校図書館の整備充実・活用促進 

取組

内容 

「学校図書館ガイドライン」（文部科学省）及び「指導の重点・努力点」（埼玉県）に基づき、学校図書館

設備やＩＣＴを活用した情報化（蔵書情報のデータベース化等）などによる学校図書館の環境整備の

状況を把握し、整備を市町村に働き掛けます。 

また、各学校における児童・生徒の「主体的・対話的で深い学びの実現」や「総合的な探究（学習）の

時間」を踏まえた学校図書館の活用について、参考となる事例の収集や情報提供、要望に応じた支

援を行います。 

 
【活用事例】 

・埼玉県立松伏高等学校（令和３年度文部科学大臣表彰受賞校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組

No. 
８ 取組名 教育活動における読書活動の推進 

取組

内容 

県立高等学校の国語科を中核としつつ、教科活動や教科等横断的な探究活動を通じて、読書活動を

推進する取り組みを行います。 

 

[日常的な取組（一例）] 

・Web OPACによる蔵書検索、予約機能等の提供 

・Google Classroom を活用した情報発信（図書館から

のお知らせ、連絡、図書館便り等の配信など） 

・Google フォームによる利用者リクエストの受付 

・Google Workspace を活用した他校との連携・協力 

（実践・情報の共有、記録の蓄積、意見の収集・調整、

オンライン会議の実施など） 

・近隣 10 校からなるネットワーク活動による図書館資

料の相互貸借および定期巡回車の運航、テーマ展示

など 

 

[イベント的な取組（一例）] 

・大型テレビモニター、タブレット端末、無線 LANなどを

活用した、司書による新入生図書館オリエンテーション 

・毎年、近隣 9 校で実施している「図書委員研修交流

会」への図書委員の参加 

・Google Workspace を活用した「図書館においてほし

いマンガ総選挙」「雑誌入れ替えアンケート」等の実施 

・Google Meet による「オンライン図書館見学会」の実

施 
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施策４ 横断的な子供の読書活動の推進 
子供の読書活動の推進に当たっては、家庭、地域、学校が中心となり、県全体で取り組む

ことが重要です。その中でも、共通事項として横断的に推進すべき取組について、下記のと

おり整理します。 

 

（１）連携・協力の推進 
子供たちを取り巻く読書環境や読書に親しむ機会を拡大し、充実させるためには、様々

な機関や人々が連携し協力することが重要です。 

本計画においては、県立図書館を中心に、公立図書館、学校図書館、ボランティアをは

じめとした地域の担い手との連携を図り、協力体制を強化していきます。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
９ 取組名 市町村立図書館との連携・協力 

取組

内容 

市町村立図書館からの図書館サービスや運営に関する相談に対応します。 

また、「埼玉県内図書館横断検索」システムの活用や効率的な資料搬送網の維持・整備などを行いま

す。 

 

取組

No. 
10 取組名 学校（図書館）との連携・協力 

取組

内容 

県内の学校司書や司書教諭からの運営上の相談に対応します。 

また、学校図書館への資料貸出やレファレンスなどを行い、学校図書館における様々な活動を支援し

ます。 

 
【取組事例】 

・団体へのセット貸出（学校支援セット）案内と探究学習支援セットの活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組

No. 
11 取組名 地域の担い手との連携・協力 

取組

内容 

読み聞かせボランティア等の地域における子供読書活動の担い手からの相談に対応します。 

また、「図書館と県民のつどい埼玉」の開催による、定期的な交流や連携の機会を創出します。 
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（２）人材育成の推進 
将来の予測が困難な時代において、多様な子供たちの個別最適な読書環境を実現するた

めには、読書活動に携わる担い手へ求められるスキルや知識も急速に変化し、複雑化して

います。 

本計画においては、図書館や学校図書館の職員だけではなく、学校や保育園、児童館の

教職員やボランティアへ、研修の実施やニーズに応じた講座等の開催を行うことで、子供

読書活動の担い手の資質・能力の向上や、読書活動の重要性を認識する機会の増加を図り

ます。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
12 取組名 市町村立図書館職員への研修 

取組

内容 

市町村立図書館の児童サービス担当職員に対し、経験や勤務年数などに応じた、入門から専門講座

までのきめ細かい研修を実施します。 

 

取組

No. 
13 取組名 幼稚園教員、保育士、児童館職員への研修 

取組

内容 

市町村に対し、子供の読書に関する研修を継続して実施するとともに、研修の充実を働きかけます。 

 

取組

No. 
14 取組名 教職員や学校司書等への研修 

取組

内容 

小・中学校、県立高等学校、県立特別支援学校の司書教諭などの教員や学校司書の資質向上を図

る研修を実施します。 

また、学校図書館講座、県政出前講座などを開催します。 

 

【取組事例】 

 ・令和４年度特別支援学校図書館運営講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組

No. 
15 取組名 ボランティア等への研修 

取組

内容 

「おはなしボランティア指導者」 へのフォローアップ研修を継続的に実施するとともに、指導者を学校

や地域で開催される研修会への派遣を行います。 

 

取組

No. 
16 取組名 小・中学校における司書教諭の確保 

取組

内容 

司書教諭が１２学級以上の全ての小・中学校で発令されるとともに、１２学級未満の学校についても

発令が進むよう市町村に働きかけます。 
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（３）普及啓発の推進 
県内の子供の読書活動を推進する社会的気運の醸成や、読書に親しむ機会を拡大するた

めには、読書活動に関する様々な行事の開催や啓発・広報活動などの情報発信が重要です。 

本計画においては、「子ども読書の日」などの広報や、「埼玉県推奨図書」の選定・普及

を行い、県内の読書活動を促進します。 

また、県内の先進的な取組や特筆すべき取組事例を収集し、発信することで、関係者の

意欲向上や活動内容の拡大と充実を図るとともに、広く県民の間に子供の読書活動につい

ての関心と理解を深めることを目指します。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
17 取組名 「子ども読書の日」の啓発・広報 

取組

内容 

ポスターやリーフレットなどの周知により、「子ども読書の日（４月２３日）」の啓発・広報を行います。 

また、「子ども読書の日」に関連して子供の読書活動に関連する資料展示やおはなし会などを実施し

ます。 

 

取組

No. 
18 取組名 「彩の国教育の日」の啓発・広報 

取組

内容 

「彩の国教育の日（１１月１日）」、「彩の国教育週間（１１月１日～７日）」における子供の読書活動に

関する実践事例について、県ホームページなどを活用して啓発・広報を行います。 

 

取組

No. 
19 取組名 「埼玉県推奨図書」の選定・普及 

取組

内容 

埼玉県青少年健全育成条例に基づき、「埼玉県推奨図書」を選定するとともに、掲示資料の配布や県

ホームページでの紹介、イベントや図書館、書店などでの展示により、保護者の理解と関心が高まる

よう、「埼玉県推奨図書」の普及に努めます。 

 

【取組事例】 

・令和５年度埼玉県推奨図書 

 （乳幼児向け）             （小学校５・６年生向け）       （高校生・青年向け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組

No. 
20 取組名 子供の読書活動推進事業に関する事例の収集・発信 

取組

内容 

子供の読書活動の推進に参考となる優良事例を収集し、県 HP「埼玉県子供読書情報室」などにより

情報提供を行います。 

 

 

 

 



23 

（４）子供の読書への関心を高める取組の推進 
子供自身が読書への関心を高めるためには、乳幼児からの読み聞かせなどの発達段階に

応じた読書活動だけでなく、読書への興味や関心に応じて、子供同士が協働する活動や、

子供が主体的に読書活動に取り組む活動を促すことも重要です。 

本計画においては、県内各地、学校等で既に行われている取組を支援するとともに、子

供が主体的に参加する機会についても検討します。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
21 取組名 子供が主体となった読書活動の推進 

取組

内容 

県内各地、学校等で行われている読書会、ストーリーテリング、ブックトーク、知的書評合戦（ビブリオ

バトル）、ピッチ（pitch）トーク等の取組を支援するとともに、子供同士の体験や意見交換、また、世代

を超えた読書体験を通じて交流の促進などを図り、子供の読書への関心を高める取組を推進しま

す。 

また、子供が各取組の企画から参加するなど、主体的に参加する機会についても検討します。 

 

【取組事例】 

・知的書評合戦（ビブリオバトル） 
発表者が読んで面白いと思った本を一人５分程度で紹介し、その発表に関する意見交換を２～３分程度行う。

全ての発表が終了した後に、どの本が一番読みたくなったかを参加者の多数決で選ぶ取組。 

ゲーム感覚で楽しみながら本に関心を持つことができる。 

 

 ＜彩の国 高校生ビブリオバトル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピッチ（pitch）トーク 
テーマを決めて、各自が読んだ本を、短く発表する取組。ビブリオバトルの形式を取っても良い。 

 ＜県立高校での実践事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[近年の参加校数] 

令和３年度  22 校 

令和４年度  26 校 

令和５年度  33 校 

 

*令和５年度県優勝校は、全国大会でも優勝 

県立川越初雁高等学校での取組内容 

[概要] 

・総合的な探究の時間において、１年次から継続

的に実施 

・人にわかりやすく伝える力（コミュニケーション能

力やプレゼンテーション能力等）を養うため、1～2

分の短い時間で人の心を動かすことを目指す。 

・短時間の活動であるため、生徒もチャレンジし

やすい。 

・pitch の動画を作成し、共有する場合もある 
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施策５  推進体制の充実 
子供の読書活動を総合的、計画的に推進するためには、埼玉県の関係部局の連携・協力

と、市町村における、子供を含む読書活動推進計画等の整備が重要となります。 

本計画においては、全ての市町村においての策定を目指すため、引き続き計画策定の助

言等の支援を行います。 

また、埼玉県子供読書活動推進会議を通じて、県内の子供読書活動に関する研究や協議

を行うとともに、主体となる子供たちを尊重し、意見をどのように反映させていくかを検

討します。 

 

【主な取組】 

取組

No. 
22 取組名 「埼玉県子供読書活動推進会議」による計画の進行管理と協議 

取組

内容 

学校、図書館、民間団体、行政などの関係者からなる「埼玉県子供読書活動推進会議」を開催し、推

進計画の実施状況や達成状況を点検・評価し、適切な進行管理に努めます。 

また、実践活動の共有や子供たちの声を聞くなど、学校、図書館、民間団体などの連携・協力の在り

方に関する研究協議を進めます。 

 

取組

No. 
23 取組名 子供の意見を反映する機会の検討 

取組

内容 

子供読書活動を推進していくうえで、主体となる子供たちの意見をどう反映させていくかを検討してい

きます。 

 

取組

No. 
24 取組名 市町村の「子供読書活動推進計画」策定支援 

取組

内容 

「子ども読書活動推進計画」の策定が進むよう、市町村への支援や助言を行います。 
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２ 全体目標と施策ごとの指標 
計画の進捗状況の把握と管理を行うため、基本方針に対応する目標と、各施策に対応する

指標を設定します。 

また、各取組の実績や子供の読書活動に関係する調査結果等も活用し、計画の進捗状況を

把握するとともに、子供読書活動推進会議の場で協議し、計画の推進を図っていきます。 

 

全

体

目

標 

１か月に１冊も本を読まない児童生徒の割合 

令和 10年度 

目標値 
小学生   ７．８％       中学生  １２．８％ 

 基本方針となる「不読率の低減」の県内の状況を把握するために、第四次計画と同じ

く、「埼玉県学力・学習状況調査」児童生徒質問紙の回答状況から、『１か月に１冊も本を

読まない児童生徒の割合』を指標とします。 

 また、読書環境の変化を踏まえ、電子書籍による読書を含むものとします。 

 目標値は、第四次計画から継続し、令和１０年度までに小学生（４～６年生平均）は 

７．８％以下、中学生（１～３年生）は１２．８％以下とします。 

（令和５年度時点  小学生 １４．７％  中学生 ２０．７％） 

 

 

 

 

 

指

標

① 

県内公立図書館における子供一人当たりの児童書貸出冊数 

関連施策   家庭における子供の読書活動の推進 

令和 10年度 

目標値 
１６．３冊 

 家庭において、読書活動が生活の中に位置づけられ、継続的に行われている状況を

把握するために、県内公立図書館における子供一人当たりの児童書貸出冊数を指標と

します。 

 目標値は、第四次計画期間中の伸び率を上回ることを目指し、１６．３冊とします。 

（令和４年度時点 １４．８冊） 

 

 

指

標

② 

県内市町村における「子ども読書の日」関連行事の実施率 

関連施策   地域における子供の読書活動の推進 

令和 10年度 

目標値 
１００％（全ての市町村で実施） 

 地域において、図書館が中心となって子供たちが読書に親しむ機会を提供している状

況を把握するために、県内市町村における「子ども読書の日」関連行事の実施率を指標

とします。 

 目標値は、実施率１００％とし、全ての市町村（６３市町村）で実施されることとします。 

（令和５年度時点 ８５．７％） 
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指

標

③ 

県内高校図書館における生徒貸出利用率 

関連施策   学校等における子供の読書活動の推進 

令和 10年度 

目標値 
５０％ 

 学校等において、子供たちが読書習慣を身に付け、読書の幅を広げていく状況を把握

するために、県内高校（国立・私立除く）図書館における生徒貸出利用率を指標としま

す。 

 目標値は、過去１０年間（平成２５年～令和４年）の平均貸出利用率である３６％以上を

目指し、５０％とします。 

（令和４年度時点 ３５．３％） 

 

 

指

標

④ 

県内の優れた取組の収集件数 

関連施策   横断的な子供の読書活動の推進 

令和 10年度 

目標値 
５０事例 

 県全体での子供読書活動の推進状況を把握するために、県内の先進的な取組や、特

筆すべき取組を行っている事例の収集状況を指標とします。 

 関係課館による事例の収集を行い、推進会議の場や県のホームページ等での公表を

行います。 

 目標値は、令和１０年度までに５０事例の収集とします。 

 

 

指

標

⑤ 

子供読書活動推進計画の県内市町村策定率 

関連施策   推進体制の充実 

令和 10年度 

目標値 
１００％（全ての市町村で実施） 

 子供の読書活動の施策が総合的かつ計画的に推進されていることを把握するため

に、県内市町村における「読書活動推進計画」の策定率を指標とします。 

 目標値は、実施率１００％とし、子供読書活動推進計画、あるいはこれを含有する計画

の策定率が、全ての市町村（６３市町村）で策定されることを目指します。 

（令和５年度時点 ７９．４％） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県子供読書活動推進計画（第五次） 

令和６年○月 

埼玉県教育委員会 

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１ 

電話 048-824-2111（代表） 

埼玉県マスコット「さいたまっち」 


